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令和 7年度 予算

アポイ岳ジオパーク関連予算 2 4 5 万 6 千円を減額

一般会計

ジオパーク関連予算の減額修正は２年連続

　　

令
和
7
年
度
各
会
計
予
算
、

議
案
第
69
号
か
ら
議
案
第
74
号

は
、
全
議
員
に
よ
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
が

行
わ
れ
た
。

　

議
案
69
号
・
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
費
に
関
す
る
経
費

245
万
6
千
円
を
減
額
す
る
と
し

た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数(

賛
成
６
、

反
対
2
、
欠
席
１
に
よ
り
可
決
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
結

果
を
受
け
た
定
例
本
会
議
に
お

い
て
も
、
賛
成
多
数(

賛
成
6
反

対
2
、
欠
席
1)

に
よ
り
可
決
し

決
定
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
予
算
の
減

額
修
正
は
、
2
年
連
続
と
な
り

ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

修
正
案
提
出
説
明
、
質
疑
、
討

論
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し

た
。(

各
議
員
は
、
委
員
会
の
た

め
委
員
と
表
記
し
て
い
ま
す
。) 

　
　

　
　
　
　

八
木
田
　
委
員
　　

　

商
工
費
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
費

の
245
万
6
千
円
の
減
額
は
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係

の
減
額
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
水

道
、
下
水
道
、
社
会
福
祉
分
野
で

の
将
来
負
担
が
確
実
に
増
し
て
い

く
中
、
自
然
環
境
の
変
化
、
経
済

環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
一
次
産
業

及
び
商
工
業
へ
の
財
政
支
援
も
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
の
令
和
6
年
、
そ
し
て
令
和
2

年
に
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
費
を

減
額
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
6
月
に
日
高
山
脈
襟
裳
国

定
公
園
が
国
立
公
園
に
格
上
げ
さ

れ
、
ア
ポ
イ
岳
の
地
質
的
希
少
価

値
が
認
め
ら
れ
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
を
維
持
す
る
費
用
負
担
が
小
さ

な
自
治
体
に
と
っ
て
大
き
い
一

方
、
効
果
的
な
交
流
人
口
の
移
行

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。恒
常
化
す
る
職
員
不
足
、

そ
し
て
今
後
の
町
民
の
要
望
、
生

活
安
全
を
守
る
た
め
の
将
来
負
担

に
対
す
る
解
決
策
を
見
出
せ
な
い

中
、
様
似
町
に
お
い
て
は
現
在
の

ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
シ
ス
テ
ム
で

は
、
い
ず
れ
認
定
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
時
が
来
る
こ
と
が
明
白

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
判
断

す
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
は
ジ
オ

パ
ー
ク
の
看
板
に
頼
ら
な
い
町
づ

く
り
と
教
育
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
水
野
　
委
員

　

日
本
全
国
の
市
町
村
数
は
約
1

７
０
０
以
上
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
・
町
・
村
が

頑
張
っ
て
、
わ
が
市
町
村
を
何
と

か
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
思
っ
て
い

て
も
、
1
７
０
０
全
部
が
国
民
に

知
れ
る
こ
と
は
ま
ず
無
理
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
使
っ
て
、

わ
が
様
似
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
は
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
形
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
時
、
幾
ら
ぐ
ら
い
の

額
な
ら
い
い
の
か
、
そ
の
額
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

八
木
田
　
委
員　

　

具
体
的
な
金
額
は
持
ち
合
わ
せ

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら

現
在
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
か

か
っ
て
い
る
金
額
、
こ
れ
に
携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
を
含
め
る

と
相
当
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
な

お
か
つ
、
今
ま
で
こ
の
ジ
オ
パ
ー

ク
に
賭
け
て
き
た
経
費
は
、
通
算

す
る
と
相
当
な
金
額
に
な
り
、
こ

れ
以
上
は
や
る
必
要
は
な
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　

水
野
　
委
員

　

私
は
個
人
的
に
様
似
の
偉
人
の

ベ
ス
ト
ス
リ
ー(

3)

に
は
、「
手

塚
信
吉
さ
ん
」
が
入
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
手
塚
さ
ん
は
、
東
京
で

小
さ
な
電
気
会
社
経
営
し
た
後
、

機
会
が
あ
っ
て
様
似
に
水
力
発
電

所
を
3
カ
所
造
り
ま
す
。
当
時
3

町(

浦
河
、
様
似
、
え
り
も)

で

電
灯
が
つ
い
て
い
た
の
は
、

300

軒
弱
で
す
。
そ
の
時
手
塚
さ
ん

は
、「
ダ
ム
を
造
っ
て
水
力
発
電

を
造
っ
て
、
電
気
を
お
こ
し
産
業

を
お
こ
す
」
と
言
っ
た
時
、
最
初　

様
似
の
大
部
分
の
人
は
、「
そ
ん

な
も
の
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
何
で
ラ
ン
プ
が
あ
る
の
に
、
そ

ん
な
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
」
一
時
、

手
塚
さ
ん
は
詐
欺
師
み
た
い
感
じ

で
思
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

予

算

審

査

特

別

委

員

会

　
　

修

正

案

の

提

案

　

修

正

案
【

質

疑

】

修

正

案
【

質

疑

に

答

弁

】

 

修

正

案
【

反

対

】
討

論



№ 24ー 5 ー

し
か
し
、
手
塚
さ
ん
は
そ
ん
な
こ

と
を
跳
ね
除
け
、
昭
和
の
初
め
10

年
、
第
1
発
電
所
、
そ
の
後 

第

2
発
電
所
、
戦
後
に
は
第
3
発
電

所
を
造
り
ま
す
。

　

最
初
か
ら
、
賛
成
、
賛
成
と

言
っ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

得
ず
、
最
初
は
や
っ
ぱ
り
、「
そ

ん
な
も
の
」な
の
で
す
。
そ
の
後
、

第
3
電
所
建
設
の
際
、
か
ん
ら
ん

岩
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

硬
く
て
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
石

を
、「
な
に
か
の
役
に
立
つ
」
と

言
っ
て
、会
社
を
つ
く
っ
た
の
が
、

東
邦
オ
リ
ビ
ン
工
業(

株)

・
社

員
約
40
名
。
最
初
は
鋳
物
砂
、
今

は
製
鉄
の
際
の
必
需
品
で
、
茨
城

県
の
鹿
嶋
市
、千
葉
県
の
君
津
市
、

愛
知
県
の
東
海
市
に
毎
日
の
よ
う

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
ん
ら

ん
岩
の
希
少
価
値
は
さ
ら
に
上
が

り
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
産
業

に
関
係
無
い
と
言
い
ま
す
が
、
産

業
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
う

言
う
観
点
で
見
て
い
か
な
い
と
、

一
時
的
に
金
が
か
か
る
か
ら
と

言
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
私

は
反
対
し
ま
す
。

会計名 審査結果 予算額

介護保険特別会計 原案可決 4億 7 1 5 8 万 5 千円

国民健康保険事業特別会計 原案可決 5億 6 6 2 3 万 6 千円

後期高齢者医療特別会計 原案可決    9 7 5 1 万４千円

水道事業会計 収益的支出 原案可決 2億 3 0 0 1 万 5 千円

資本的支出 原案可決 　  9 4 2 0 万 1 千円

下水道事業会計 収益的支出 原案可決 2億 7 5 0 5 万 9 千円

資本的支出 原案可決 1億 8 8 1 3 万円

　令 和７年度各会計予算

　　　　　　▶令和 7年度一般会計予算案修正案▶

　　　　予算審査特別委員会・定例会本会議での賛否　

　　　　総額「74 億 8900 万 0 千円」から 245 万 6 千円を減額し

　　　　総額「74 億 8654 万 4 千円」に改める。
　　　　提出者　
　　　　八木田和浩、小野哲弘、坂本好則、鈴木隆、橋爪伸恵、砂子澤富美子

結　
　
　

果

砂
子
澤　

富
美
子

明　

賀　

孝　

子

橋　

爪　

伸　

恵

鈴　

木　
　
　

隆

根　

城　

悌　

司

佐
々
木　
　
　

敏

水　

野　

洋　

一

坂　

本　

好　

則

小　

野　

哲　

弘

八
木
田　

和　

浩

予算審査特別委員会での賛否

可決 〇 委 〇 〇 欠 ● ● 〇 〇 〇

定例会本会議での賛否

可決 〇 〇 〇 〇 欠 ● ● 〇 〇 議

〇 :賛成　● :反対　欠 :欠席　委 :委員長　議 :議長

※委員会では委員長が、本会議では議長が採決に加わりません。

　（それぞれ可否同数の場合に採決を行います。）

賛成 反対

一般会計

（議案第 69 号）

　原　案 ７４億８９００万円

　修正原案 ７４億８６５４万４千円
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